
特別徴収の仕組み

特別徴収Ｑ＆Ａ

ご存知ですか？
　　　個人市・県民税の特別徴収

寄せ付けない・インフルエンザ！

 特別徴収(給与天引き)とは 
　給与の支払者である事業主が、
従業員の個人市・県民税を毎月の
給与から天引き（特別徴収）して、
翌月の10日までに市へ納入する制
度です。事業主は原則、全ての従
業員の個人市・県民税を特別徴収
することが義務付けられています。

※従業員には、パート、アルバイ
ト、役員なども含みます

問市民税課☎948-6290・ 934-1802問健康づくり推進課 健康相談窓口☎911-1817・ 925-0230
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給与天引きなの
で、納め忘れも
なく安心です。

どうしても特別徴収になりますか？
　地方税法で特別徴収することが義
務付けられていますので、従業員の
個々の希望で普通徴収(個人が納付書
や口座引き落としで納める方法)を選
択することはできません。

特別徴収にするメリットは何ですか？
　年12回に分けて給与から天引きさ
れるため、年４回で個人が納める普
通徴収に比べて1回あたりの負担が少
なくなります。
　なお、市があらかじめ天引きする
税額を計算するので事業主にとって
も所得税のような税額の計算をする
手間はかかりません。

特別徴収に切り替える場合、従業員
が手続きする必要はありますか？
　手続きは、事業主が市へ届け出す
るため、従業員が直接手続きをする
必要はありません。

２カ所以上で働いているのですが、
どちらの勤務先から特別徴収される
のですか？
　原則として、前年の給与収入額が
大きい勤務先から特別徴収されます
が、給与支払報告書の内容や前年度
の状況から、市がどこの勤務先から
特別徴収するかを決定します。

会社の給与以外に副業収入があり、
会社に知られたくないので特別徴収
はしたくないのですが？
　給与所得にかかる個人市・県民税
は、従業員の希望により普通徴収を
選択することはできませんが、給与
以外の所得にかかる
個人市・県民税は、
申告時に希望すると
普通徴収にすること
もできます。

③税額通知書の配付
(税額の天引き開始まで )

②税額の計算および通知
（５月中旬 )

④給与から税額を天引き
(６月から翌年5月まで毎月、計12回)

①給与支払報告書の提出
（１月末まで）

⑤税額の納入
（翌月10日まで）

従業員 事業主 市役所

　これから流行期を迎えるインフルエンザ。ウイルスを寄せ付け
ないために、インフルエンザ予防のポイントをしっかり守り、感
染予防に努めましょう。

インフルエンザ予防のポイント
　インフルエンザの主な感染経路は、咳やくしゃみの際に口から発生
される小さな水滴による飛

ひ

沫
まつ

感染です。飛沫を浴びないようにすれば、
インフルエンザに感染する機会は大きく減少します。
■流行前の予防接種
　予防接種後抗体ができるまでに約２週間程度かかります。12月中旬
までの接種がおすすめです。13歳以上は１回、13歳未満は２回接種です。
■手洗い・うがい
　外から帰ったときは必ず、手洗い・うがいをしましょう。

■咳エチケットを守る
　咳やくしゃみなどの症状がある
ときは、マスク（不織布）を着用し
ましょう。
■湿度を保つ
　ウイルスは乾燥している環境
で活発になります。加湿器などで
湿度を50～60㌫程度に保ちま
しょう。
■バランスのとれた栄養と十分な
　休養

■早めの受診
　38度を超える急な発熱や全身
倦
けん

怠
たい

感などの症状があるときに
は、早めに医療機関を受診しま
しょう。

❶石けんをつけ、手のひらを
　合わせてよく洗う

❹指の間を十分に洗う

❷手の甲を伸ばすように洗う

❺親指と手のひらを
ねじり洗いする

❸指先・爪の間をよく洗う

❻手首を洗う

❼水で十分に手をすすぎ、
ペーパータオルや清潔
なタオルで拭く
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正しい手の洗い方


